
海外運用の先駆者達　～ 20 世紀に海外でアマチュア無線を運用した日本人達～

その 95　今回の記事は 1994 年のオセアニア前半 1994 年 (6)

「あの人は今 ( 第 20 回 )」 JA1DCY 神山堅志郎氏

JA3AER 荒川泰蔵

■今回の記事は 1994 年のオセアニア前半

今回は 1994 年の 6 回目でオセアニアですが、この年もオセアニアでの運用は多く、CQ ゾーン別に、2 回に分
けさせて頂き、今回はその前半で CQ ゾーンの 27 ～ 30 の国々です。尚、今月の「あの人は今 ( 第 20 回 )」は、
JA1DCY 神山堅志郎氏の紹介です。

■ 1994 年 ( フィリピン JA1BRK/DU1, DU1ZV)

JA1BRK 米村太刀夫氏は、フィリピンで JA1BRK/DU1 の臨時免許を得て、毎年更新してきたと、最新の臨時免
許状を添えて、アンケートを寄せてくれた ( 写真 1 の左 )。「1989 年に PARA を通してアマチュア無線の申請を
行った。提出書類は、1. 申請図面 (DU の局と同じ )。2. JA1BRK の局免許の英文翻訳と、1 アマの OP ライセン
スの英文翻訳。3. 写真 2 枚。4. 在比日本大使館からの推薦状。等であった。以後毎年更新している。(1994 年
11 月記 )」その後、米村太刀夫氏は現地で資格試験を受ける機会を得、それに合格して 2000 年には DU1ZV のコー

ルサインで免許
を得ておられ、
更に 2013 年に
は同コールサイ
ンで、日本人で
初めての終身免
許を取得されま
した。これらに
ついては CQ 誌
2014 年 5 月 号
に手記を寄せて
おられます ( 写

真 1 の右 )。 写真 1.　( 左 )JA1BRK/DU1 米村太刀夫氏の臨時免許状 ( 熱感光紙で退色している ) と、( 右 )
DU1ZV の終身免許取得時の米村太刀夫氏の CQ 誌 (2014 年 5 月号 ) への投稿記事。

■ 1994 年 ( 北マリアナ KH0N, KK6WW/KH0, KH0/JA1CMD)

JA6CNL 古海邦彦氏は、北マリアナ諸島のサイパン島から KH0N で運用したと、CQ 誌編集部を通じてアンケー
トで寄せてくれた ( 写真 2)。「ライセンスのフランチャイズが SAIPAN である事、私の住んでいる福岡から一
番近い " アメリカ " である事から、今後も度々出かけたいと思っています。今回の運用もアパマンハム同様に
HOTELのベランダから3.5 フルサイズZEPP, 7/21 ZEPP, 14 自作VERTICALでQRVしました。QRNがひどくロー
バンドで懸命にコールしてくれる EU や EC に充分サービスできず残念でした。3.5 で QRV していると多くの局
に 1.9 への QSY を依頼されました。今回は 3.5 ZEPP のケーブルに予備の同軸を付け加えてロングワイヤーとし、
長さをかせぎましたが、次回は本格的な ANT が張れればと思っています。小規模 PED の悲しさで、いつもリ
ニアなしのベアフット運用を余儀なくされておりますが、その内軽量リニアを入手したいと思っています。夢
は KH0N のコ－ルでオーナーロール入りですが、先ずは DXCC の完成からと思っております。(1995 年 2 月記 )」



写真 2.　KH0N 古海邦彦氏の QSL カードの表と裏。

JA6EGL 三宅正司氏は、クラブのメンバーと共に、北マリアナ諸島のサイパン島から、KK6WW/KH0 で運用したと、
アンケートを寄せてくれた ( 写真 3)。「九州・福岡のパシフィック アイランズ ラジオクラブの 4 人は、1994
年 9 月 10 日 -14 日の 5 日間、太平洋の楽園、北マリアナ連邦サイパン島北端サンロケ地区にある、マリアナ 
リゾ－ト ホテルより 3.5-430MHz( 衛星通信含む ) オ－ルバンド、CW, SSB, FM で運用を行いました。ホテルは
コーテージになっていて、裏庭が広いのでアンテナは楽に張れました。参加メンバーは団長 : KH2GR/JF6BCC
J F 6 B C C 今
石 氏、 副 団
長 : KR4NV/
JA6CNL 古 海
氏、JM6VOV
横 井 氏 、
K K 6 W W /
JA6EGL 三 宅
の 4 名 で し
た。(1995 年
4 月記 )」 写真 3.　KK6WW/KH0 三宅正司氏とその同行者の共用 QSL カードの表と裏。

JA1CMD 宮盛和氏は、米国駐在中の 1994 年に、北マリアナ諸島のサイパン島を 2 度訪れ、相互運用協定によ
る KH0/JA1CMD のコールサインで運用した旨、アンケートを寄せてくれた ( 写真 4)。「1994 年 1 月にはサイパ
ンのホテルから G5RV アンテナ、TENTEC SCOUT-555、35W で、3.5, 7MHz, CW を運用、4 月にはやはりホテ
ルから WINDOM と DIPOLE アンテナ、Kenwood TS-50、50W で、1.8-28MHz All Band, CW 及び SSB を運用と、
日本に出張の都度 Weekend を Saipan で楽しんでおります。( アトランタにて 1994 年 4 月記 )」。尚、この 1
月の運用については、月刊ファイブナイン誌 1994 年 4 月号に、「KH0・サイパンは珍 !" 軽装備 " でのサイパン

写真 4.　KH0/JA1CMD 宮盛和氏の QSL カードの表と裏。

運用」と題
した 2 ペー
ジ見開きの
記事を投稿
しておられ
ま す ( 写真

5)。



写真 5.　KH0/JA1CMD 宮盛和氏の 59 誌 (1994 年 4 月号 ) への投稿記事。

■ 1994 年 ( パラオ KC6KE)

JS6BLS 遠藤孝治氏は、パラオのコロールで、KC6KE で運用し HF の SSB と CW で約 200 局と QSO したと、
CQ 誌編集部を通じてアンケートで寄せてくれた ( 写真 6)。「免許は V6 同様、FCC のライセンスを基に申請し、
JA に送ってもらった。但し、担当者がかわるとどうなるか不明である。ホテルはニッコーパラオに泊まり、そ
こから運用したが、他の JA の OP はダウンタウンのニューコロールに泊まり QRV する方が多い。その方がロケー

などのカードも
使えるところが
少 な い の で 注
意。銀行の両替
レートも悪いの
で日本でドルを
両替して持って
行 っ た 方 が よ
い。(1995 年 3
月記 )」 写真 6.　KC6KE 及び V63KE 遠藤孝治氏の QSL カードの表と裏。

■ 1994 年 ( ミクロネシア V63KE)

JS6BLS 遠藤孝治氏は、ミクロネシアのヤップ島で、KH2H の免許を基に取得した V63KE で運用し、HF の CW
と SSB で約 1,000 局と QSO したと、CQ 誌編集部を通じてアンケートで寄せてくれた ( 写真 6)。「KC6KE の運
用を終え、V6 のヤップ島から QRV することができた。B727 からヤップに降りたのは 6 人のみ、観光にメジャー
なところではないようである。また石貨 ( ストーンマネー )、ダイビングの他にはあまり見るとこはない。一般
的に V6 はポナペからの QRV が多い。最初 3 日間の予定であったが、台風のため 6 日間になり、そのため QSO
数を伸ばすことができた。運用はパスウェイズホテル (1 泊 Twin $85.00) から行った。(1995 年 3 月記 )」



■ 1994 年 ( 東マレーシア 9M6/JS6BLS, 9M8MKS)

JS6BLS 遠藤孝治氏は、東マレーシアのコタキナバルで、9M6/JS6BSL で運用した時の事を、CQ 誌編集部を
通じてアンケートで寄せてくれた ( 写真 7)。「免許の取得に関しては個人でやるのはかなり難しい。今回は
9M6HF から紹介された 9M6SU が協力してくれた。いづれにしても現地局に協力を頼んだ方がベターであると
思われる。運用に関しては最初ホテルで DP を張ってやっていたが、9M6JM がうちに来て QRV せよと言って
くれ、3 日間ホームスティをして WPX-CW コンテストを中心に QRV できた。終了後 9M8 クチンへ QSY、ホリディ

インに 9M8MKS( サ
ラワク クラブ ) が
あり、ゲストオペ
で QRV、その後ペ
ナンで 9M2FK のお
宅からも QRV でき
た。(1995 年 3 月
記 )」

写真 7.　9M6/JS1BLS 遠藤孝治氏の QSL カードの表と裏。

■ 1994 年 ( クリスマス島 VK9IG)

JA3IG 葭谷祐治氏は、クリスマス島から VK9IG で、7MHz から 21MHz の SSB, CW を運用し、約 1,200 局と
QSO したとアンケートを寄せてくれた。「インド洋に面し JA に開けたロケーションにあるクリスマスアイラン
ド リゾート アンド カジノホテルで QRV。ここは食事もうまいし、カジノが 24 時間オープンしていて、ギャ
ンブル好きなハムは QRV がおろそかになりそうです Hi。(1994 年 8 月記 )」

■ 1994 年 ( ココス ・ キーリング VK9IG/C)

JA3IG 葭谷祐治氏は、ココス島から VK9IG/C で、7MHz から 21MHz の SSB, CW を運用したとアンケートを寄
せてくれた。「1994 年 9 月に出かけたこの島は、海抜 10 フィートの真っ平らな島で、どちら向きにもロケーショ
ンは FB です。宿泊ロッジが一軒あります。(1994 年 9 月記 )」

■ 1994 年 ( オーストラリア VK2IAZ)

故 JS1DLC 荒川謙一郎氏は、VK2IAZ の免許を得てアクティブに運用しておられたオーストラリアから、英国へ
直接アンケートを送ってくれた ( 写真 8 ～ 10)。「プライベート屋上付きの 8 階建てアパートの 8 階に 1994 年
9 月に開設。当初 V 型ダイポールを屋上にあげたところ、高さもあり良く JA 他と QSO 出来たが、欲を出して
垂直型の R5 へ変更したところ TVI が発生。共聴アンテナが同じく屋上にあり、水平型アンテナでは TVI は全
くなく、いろいろ実験したところ TV アンテナマストでの 2 次輻射による I と思われる。アパートの管理団体
からクレームありアンテナを降ろされる。現在は見えないよう全長 3m の水平短縮型のダイポールで運用して
いるが、受信感度が悪く常に送りと受けのレポートに S4 前後の差がある。この他、同時にパケット局を開設、

～ 3 日 で QSO 出
来 て い る。 ま た、
430MHz の リ ピ ー
タ ー (483.175MHz, 
Terry Hills) を在宅中
は聞いており、友人
の VK2FHY 見城さん
とは常時これで連絡
をとっている。(1994
年 11 月記 )」

写真 8.　( 左 )VK2IAZ 荒川謙一郎氏のシャックにて荒川氏と VK2FHY 見城氏。
( 右 ) アパートの屋上のアンテナと横に立つ VK2FHY 見城氏。



写 真 9.　VK2IAZ 荒
川 謙 一 郎 氏 の QSL
カードの表と裏。

写真 10.　VK2IAZ 荒川謙一郎氏の免許状。

   　  「あの人は今 ( 第 20 回 )」 JA1DCY 神山堅志郎氏

世界各地で活躍され、今も JANET にチェックインするなどアクティブな JA1DCY 神山堅志郎氏の、ジュネーブ
の ITU 本部での運用は ( その 3)2013 年 6 月号で、オランダでの運用については ( その 8)2013 年 11 月号で、ア
フリカ・ナイジェリアでの運用については、( その 9)2013 年 12 月号で、そして南米・チリでの運用について
は ( その 13)2014 年 4 月号でそれぞれ紹介させて頂きましたが、その神山氏からその他多くの国々のアマチュ
ア無線家との交流を経験して、それが今につながっていると近況をお知らせ頂きましたのでここに紹介させて
頂きます ( 写真 11 及び 12)。「アマチュア無線通信というと、遠距離（DX）通信および多数局との交信という
ことが真っ先に頭に浮かびますが、私にとっては、通信のつながりから発展した、ヒトとヒトとのつながりが
貴重な無形財産となっています。「絆」これが私のハムライフそのもので、無線に興味を持って以来変わりませ
ん。技術面における進歩、達成感が自然に付いてくる感じです。1959 年に 6L6( ジャンクのメタル管 10W 出力 )
とテレビフィーダーで作ったダイポールで、初めての電信の海外通信は感激そのものでした。比較的簡単な自
作の設備でアメリカ西海岸まで届いた興奮は電信級の第一期生に合格したときと同様に、私には忘れられない
できごとでした。そして７メガの電信で何度も交信を重ねた WA6IVM, Ray さんとは、その後家族も含めて 40



年もの付き合いになりました。Ray さんも 1959 年がデビューの年です。その後紆余曲折がありましたが、米
国駐在は 1980 年から 8 年間におよび，JANET クラブの方々にお世話になりました。ニュージャージー北部の
Bergen County クラブ（BARA）の野外活動に N2ATF 小林さん、N2ATT 荒川さんをはじめ、ニューヨーク在住
の JANET Club の方々と参加しました。4U1UN を泊りがけで訪問できたのも JANET のお陰です。この時には外
国籍でもアマチュア無線の免許を受けられるようになっていましたので、N2JA 塚本さん著作の教科書で勉強し
て、ニューヨークの FCC 事務所で半日のうちに、ノビスからエキストラ級までの試験をうけて、KS2U のコー
ルを得ました。仕事の上で FCC 長官と間接的なチャンネルがあり、免許制度など勉強になりました。仕事は光
通信システムの販売でしたが，客先にはアマチュア無線を楽しんでいる人が多く、客幹部との打ち合わせ中に
話が盛り上がることがあり、ビジネスとプライベートのつながりが強まりました。何人かの客先のハムとは現

在でもインター
ネ ッ ト 経 由 で
40 年 程 つ な
がっています。
アマチュア無線
を始めて 60 年
余 り、 大 勢 の
人々とお空だけ
でなく、家庭訪
問でも会えて、
しかも長い間関
係が途切れない
ということは素
晴らしいと思っ
ています。

写真 11.　( 左 )WA6IVM, Ray さんを訪ねた JA1DCY, JH1FYL 神山堅志郎氏ご夫妻 (1999 年 )。
( 右 )JA1DCY 神山堅志郎氏の元同僚、NO0T, Sobon さんのご家族。右がお嬢さんの AD4PU, 
Laura さん、左が妹の KE4RHU, Erin さん (2000 年 )。

家族 4 人が無線局免許を持って運用できるのに、運用時間は極めて少なく，折角 10W 機を用意しても、棚の
飾りになっています。東日本大震災を栃木県内の急行電車の中で経験し、携帯電話はビジーで使えず、帰宅難
民を経験したこともあり、長い間電波を使わせてもらっているので、社会貢献！と非常通信周波数を使えるよ
うに局免の変更をして、非常通信クラブに入会しましたが、訓練のみで活動の機会がないのは幸いです。令和
の時代には移動電話のインフラもしっかりしてきたようです。他に高齢者大学の講師を 2 年、地域勉強会の講師、

大 学 工 学 部 の
講 師 ７ 年 な ど
で、少しは無線
の 経 験 を い か
せたかな、と考
え る 今 日 こ の
頃です。(2020
年 6 月記 )」

写真 12.　( 左 )JA1DCY のシャックにて神山堅志郎氏。( 右 )JA1DCY 神山堅
志郎氏のご家族の共用 QSL カード。


